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Cefaclorの 産 婦 人 科 領 域 に お け る 臨 床 応 用

松 田静 治 ・丹 野幹 彦 ・柏 倉 高 ・秋 葉 隆 三

順天堂大学医学部産婦 人科

江東病院産婦人科

経 口Cephalosporini剤Cefaclorに ついて細菌学的検討と投与後の母児 間移行を検討するほか産

婦人科領域における臨床応用 を行ない次の結果 を得た。

1) 各種細菌 に対す る本 剤の抗菌力試験を 行なった結果E.coli, Klebsiella, P.mirabilisで は

Cephalexinよ り抗菌力が優 り,S.aureusで は類似 したMICが 得 られた。

2) CCL投 与後の経 胎盤移行 は良好で羊水 中へ も比較的よ く移行する傾向が認め られた。

3) 骨盤内感染症,産 褥乳腺炎,外 性器感染症 および尿路感染症 など33例 に使 用し,28例 有効

の成績を得,特 にE.coliを 主 とす る膀胱炎では88.2%に 有効であ った。

4) 副作用には特記すべき ものを認めていない。

Cefaclorは 米国Eli Lilly社 で開発 された経口用Cephalo-

sporin剤でFig.1の 化学構造式を有 し,グ ラム陽性菌,陰 性

Fig. 1 Chemical structure of cefaclor

菌に対して抗菌作用が広 く,か つCephalexinに 比 し強 い殺菌

作用を示すことが指摘されてい る1～3)。そのほか本 剤は消化管 か

らの吸収がよく,尿 中へ の排泄 も速やか であるほか毒性 の低い

ことも報じられてい る4～8)。今回,我 々は塩野 義製薬よ り本 剤

の提供を うけ,分 離菌に対する抗菌力試験,母 児間移行などの

検討を行なうほか産婦人科領域の感染症に対する臨床応用を試

みたので以下その成績を報告する。

1. 抗菌力試験

骨盤内感染症,尿 路感染症 および 創感染 由来 のE.

coli(28株), Klebsiella(12株), P.mirabilis(14株)

な らびに化膿巣(骨 盤 内膿瘍,外 性器膿,創 感染および

乳腺膿瘍)よ り分離 したS.aureus(20株)を 用い,

Cefaclor(CCL)お よび対照 として選んだCephalexin

(CEX)の 抗菌力試験 を 寒天平板稀釈法 による日本 化学

療法学会標準法(接 種菌量,原 液108cells/mlと100

倍稀釈106cells/ml)で 実施 しMICを 測定 した(Table

Table 1 Susceptibility of clinical isolated strains to cefaclor

E. coli (28 strains)

Klebsiella (12 strains)
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Table 2 Susceptibility of clinical isolated strains to cefaclor

Proteus mirabilis (14 strains)

Staphylococcus aureus (20 strains)

Table 3 Transference to maternal serum, umbilical cord serum and amniotic fluid

(Orally administration of cefaclor 500 mg)

μg/ml

1,2)。

まず,E.coliで は本剤 のMICの 分布 は100倍 希釈

で0.78～25μg/mlに み られ,ピ ー クは1.56μg/mlに

あ り,被 検 株 の 過半 数 が この値 を示 した。 一 方,CEX

に おけ る分 布 は3.12～50μg/mlに み られ,感 受性 の ピ

ー クは6 .25μg/mlに あ り,結 局 本 剤 はCEXに 較 べ

て2倍 希 釈系 列 で2管 程 度 抗 菌力 が 優 る ことが 認 め ら

れ た。

Klebsiellaに おい て も被 検 株 の 大 多数 がMIC 1.56μg

/ml以 下(100倍 希 釈)に 分 布 し,こ の 場 合 もCEXに

較 べ2～3管,本 剤 のMICは 低 い。

P.mirabilisで も本 剤 のMICは100倍 希 釈 で1.56

～6 .25μg/mlに あ り(ピ ー クは1.56μg/ml),CEXの

分 布(12.5～25μg/ml)に 較 べ抗 菌 力 は3管 程 度 強 力

で ある。

S.aureusに おいて も本剤のMICは0.78～12.5μg/

ml(100倍 希釈)に 分布 し,CEXも これにほぼ類似し

た最小発育阻止濃度が得 られた。以上の感受性分布はい

ずれ も接種菌量の影響を うけ,100倍 希釈菌量で各種被

検菌 はMICが 低 くな る結果が認あられている。

2. 母児間移行

CCLの 母児間移行を しる目的で 分娩前に1回500

mgを 経 口投与し,胎 児娩 出時の膀帯血および羊水を採

取す るほか 同時に 母体血 も併せて 採取 し濃度を衡定し

た。測定方法はMicrococcus luteus ATCC 9341株 を

検定菌 とす る薄層 カップ法を用い標準液希釈はpH6.5

の リン酸Buffbrを,ま た,検 定用培地には トリプ トソ



VOL.27 S-7 CHEMOT HERAPY 647



648 CHEMOT HERAPY DEC. 1979



VOL.27 S-7 CHEMOT HERAPY 649

イ寒天培地を使用 した。成 績はTable3の とお りで,

実験対象の産婦は6例(う ち1例 は羊水の採取不能),

投与後材料採取迄の時間は55分 か ら5時 間25分 で

ある。

本剤の膀帯血移行は1時 間前後よ り母体血濃度 の約

1/3程 度の移行が認め られ,3時 間20分 迄母体血に対

する臍帯血移行の比率が高 まる傾向が認め られ る(濃 度

値のピークは2.1μg/ml)。 一方,羊 水濃度は最高1.3

μg/mlで時間の経過 と共に母体血,膀 帯血に比 し高 まる

傾向が認められた。

3. 臨 床 成 績

Cefaclor(CCL)カ プセルを産婦人科領域 の臨床応用

として骨盤内感染症,外 性器感染症,産 褥乳腺炎,創 感

染症および尿路感染症計33例 に使用 した。投 与方法 は

1日 量750mgを1日3回 に分 けて経 口投与 した。

成績の一覧はTable4,5,6に 示す とお りである。

1) 骨盤内感染症

子宮内膜炎3例,子 宮付属器炎5例,頸 管炎1例,

計9例 に使用 した。1日 投与量は750mg,投 与 日数 は

4～7日 である。 効果判定基準は本剤投与 により主要 自

他覚所見が3日 以内に 著 し く改善 し治癒に至った場合

を著効G+),上 記所見が3日 以内に 改善の傾向を示

し,その後治癒に向か った場合を有効(十)と した。 以

上の成績は子宮内膜炎では全例有効,子 宮付属器炎では

5例 中3例 有効で,頸 管炎(淋 菌性)に は 著効を呈

し,結局9例 中7例 が有効であ った(Table4)。 細菌

学的検索成績は頸管炎 と子宮内膜炎(E.coli少 数分離)

の1例 を除き他は急性炎症 で もあ り検査不能 であった。

以下に2症 例をあげ略述す る。

症例5:人 工妊娠 申絶後の右子宮付属器炎 および急性

子宮内膜炎の症例で強い下腹痛,軽 熱 な らびに子宮体部

圧痛,右 付属器の圧痛硬結が認め られた。本剤投与後4

日目には発熱な く,子 宮体部の圧痛は消失 した。ついで

5日 目には下腹痛 もほとんど消失 し,子 宮付属器の局所

々見も軽快,7日 後には治癒 した。

症例9:2日 来の帯下感 と下腹部鈍痛を訴えて来院。

淡膿性の頸管帯下の増量 と腔部の発赤が認め られた。 問

診(夫治療中)と 局所々見 より淋病を疑い,直 ちに頸管

内細菌培養(2日 後N.gonorrhoeae検 出→頸管)を 行

なうと共に本剤を投与 したところ,2日 後よ り膿性帯下

は減少し,3日 後には淋菌 陰性 とな り,局 所 々見,排 膿

ともにほとんど消失 した。 なお,本 剤では尿道内淋菌培

養は陰性であった。

2) 外性器感染症

パル トリン腺炎
,外 陰部〓計3例 に本剤を4日 間使

用 した。症例10の バル トリン腺炎 は左バル トリン腺 の

超栂指頭発赤,腫 脹 を見,疹 痛を訴えて来院 した。本 剤

投与後 も膿瘍化傾向(E.coliとStreptococcus検 出)

が一層進み,遂 に 無効 と 判定 し切開に至 った ものであ

る。症例11,12の 外陰部の〓(起 炎菌S.aureus)は

2例 共4日 の投与で有効 と判定 した。

3) 産褥乳腺炎ほか

産褥2～3週 に発生 した乳腺炎3例 に本剤を使用 し

た。 うち1例 でS.aureusが 分離 されているが,2例

は膿瘍 形成 に至 らぬ急性乳腺炎であ る。成績 は本剤5～

8日 の投与で3例 とも発熱,乳 房痛な らびに局所 々見

の消失ない し軽快を認め有効 と判定 した。 その他帝切術

後の創感染例(症 例16)に も本剤の効果が 認あ られて

いる。

4) 尿路感 染症

本剤を尿路感染症17例 に1日750mg,4～6日 間

投与 した。対象は急性単純性膀胱炎14例 および慢性複

雑性膀胱炎3例 である。起炎菌 の 内訳は 急性膀胱炎の

14例 か らE.coliが 分離 され,慢 性膀胱炎か らはP.

mirabilisが2例,Enterobacterが1例 よ り分離 され

て いる。臨床 効果の判定は 自覚症状の改善,尿 中細菌の

消失,尿 沈渣所見をもとに下 し,3日 以内に菌消失,自

覚症 状の消失をみた ものを著効(廾),上 記所見が3日

以内に改善の傾向を示 し,そ の後治癒 に向か った場合を

有効(+)と した。

成績は急性膀胱炎では14例 中著効8例,有 効5例,

無効1例 の結果を得たが,無 効例は起炎菌 のE.coli

が3日 後には 一次消失する も6日 後 には再出現 し,

膿尿をみた もので,臨 床効果 と菌の感受性効果(E.coli

のMIC 50μg/ml)に は一致がみ られている。 さらに慢

性膀胱炎の3例 ではP.mirabilisに よる2例 は 著

効,有 効各1例 といずれ も本剤の効果が認 められたが

Enterobacterに よるものは終始尿 中菌の消失がみ られず

無効 であった(Table5)。

起炎菌 におけ るCCLのMICを 測定 した ものについ

てみると,有 効例のE.coliで はMICが, 3.12～25

μg/mlの 間に分布 し,P.mirabilisで は3.12μg/ml,前

記 無効のEnterobacterで はMICは>100 μg/mlで

あ った。

5) 臨床成績のまとめ

以上本剤 の効果を総括す ると骨盤内感染症 では9例

中7例 有効(77.8%),産 褥乳腺炎3例,外 陰部〓2

例 と創感染 はいずれ も有効 であるが,バ ル トリン腺炎の

1例 は無効であった。膀胱炎 では17例 中15例(88.2

%)に 本剤 の効果が認め られたが,こ のよ うに本剤の高

い有効率は対象が主に外来における急性膀胱炎 患者 であ
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Table 6 Clinical effect of cefaclor

* not disappeared

Fig. 2 Laboratory findings before and after ad-

ministration of cefaclor

ることに起因してい るためと思われ る。 なお全体 として

33例 中著効10例
,有 効18例,無 効5例 がCCLの

臨床応用成績である(Table6)。

6) 副作用

経口投与による副作用として1例 に胃部不快感 を 訴

えるものがみられた以外特記すべ きものを経験 して いな

い。 また,一 部の症例で投与前後の肝機能(S-GOT, S-

GPT)腎 機能(BUN,尿 蛋 白)を 検討 したが,尿 路感染

症 以外 の対象で 投与 後の 尿蛋白出現 も み られず,さ ら

に,S-GOT, S-GPT, BUNに も異常所見を認めなか っ

た(Fig.2)。

4. 考 察

最 近多 くの新薬が登場 をみたCephalosporin系 のな

かで化学構造上3位 にクロールを直接結合 させた 点 で

ユニークな抗生剤である本剤は経口Cephalosporin剤

のCephalexinに 優る抗菌力を有することが認め られる

ほか,産 科領域で問題 とな る母児 間移行 もかな りスムー

スである。産婦人科領域では骨盤内感染症,外 性器感染

症,尿 路感染症および産褥乳腺炎が本剤 の主な対象疾患

であるが,投 与量の少 ない経 口剤であることより軽症な

い し中等度感染症が治療 の対象 とな ると思 われ,な かで

も尿路感染症や子宮内感染症の初期治療 には期待で きる

と思 われる。 また,今 回淋菌性頸管炎に対す る効果を実

証できたことは興味深い点で ある。
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FUNDAMENTAL AND CLINICAL STUDIES ON CEFACLOR

IN THE FIELD OF OBSTETRICS AND GYNECOLOGY

SEIJI MATSUDA, MIKIHIKO TANNO, TAKASHI KASHIWAKURA and RYUZO AKIBA

Department of Obstetrics and Gynecology, Juntendo University School of Medicine

Department of Obstetrics and Gynecology, Koto Hospital

Cefaclor, a new oral cephalosporin antibiotic, was studied for bacteriological evaluation and transference

of the drug from the mother to the newborn. The drug was administered to patients in the field of ob-

stetrics and gynecology.

1. Antibacterial activity of cefaclor was tested against various bacteria. The antibacterial activity

against E. coli, Kiebsiella, Proteus mirabilis was more potent than that of cephalexin. The MIC of cefaclor

to S. aureus was similar to that of cephalexin.

2. Transplacental transference of cefaclor was good. Also, good amniotic fluid level was obtained.

3. Cefaclor was administered to 33 patients with pelvic infections, puerperal mastitis, external genital

infections and urinary tract infections. Good effectiveness was obtained in 28 cases. The drug demonstra-

ted good effectiveness in 88.2% of the cystitis caused by E. coli.
4. No side effect was observed.


